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　臨時財政対策債（※1）や新型コロナウイルス感染症に伴う減収に対応す
るための特例的な市債の増加により、市債残高の総額は増加しています。し
かし、公共事業などのためのその他の市債残高は7，684億円と、前年度に比
べて21億円の減となりました。　

　令和2年度末における基金残高は、新型コロナウイルス感染症対策の実施
や、扶助費などの義務的経費の高止まりなどにより、前年度末から8億円減少
し、251億円となりました。
　今後も、「北九州市行財政改革大綱」に基づき、より一層事業の「選択と集
中」を図りながら、持続可能で安定的な財政運営を行っていきます。

（年度）

（億円）

279279

259259

295295

歳入 歳出

臨時財政対策債 その他の市債

〈過去5年度における一般会計の決算規模の推移〉
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公共事業などのための市債残高は減少 市の貯金は前年度より減少

〈市債残高の推移〉 〈財源調整用基金年度末残高の推移〉
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財源調整用基金 収支不足や緊急の支出に備えて積み立てている「市の貯金」です。
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※1……地方交付税（※2）の財源不足対策として、本来地方交付税で交付されるものの
一部を、市債として借り入れることが認められているものです。このため、その返済につい
ては、後年度、その全額が地方交付税で措置されます。
※2……全国の地方公共団体が一定の標準的な行政サービスを提供できるように、国が
その財源を保障し、国税の一定割合を地方公共団体に配分するものです。
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　市税額は新型コロナウイルス感染症の影響による企業収益の悪化などに
より、4年ぶりに減少したものの、過去2番目の規模となりました。

　地方消費税交付金や法人事業税交付金などが増加したほか、新型コロナウイ
ルス感染症対応地方創生臨時交付金や特別定額給付金の支給などにより、国庫
支出金は1，182億円の増加となりました。

歳入(収入)の主な特徴歳入(収入)の主な特徴
市税収入は新型コロナウイルス感染症の影響により4年ぶりの減

国庫支出金などの増により歳入総額は大幅増

新型コロナウイルス感染症対策により大幅増
歳出(支出)の主な特徴歳出(支出)の主な特徴

　家計への支援を行う特別定額給付金の支給などにより、補助費等は1，033
億円の増加となりました。また、扶助費は、ひとり親世帯への臨時特別給付金の
支給や障害福祉サービス事業などの増加により27億円の増加となりました。
　貸付金は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業への融資額
の増加などにより60億円増加しました。投資的経費については、戸畑枝光線整
備事業などの補助事業費の増により、71億円の増加となりました。
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3 特集

基本事項★掲載の情報は市のホームページ（アドレスは表紙参照）でもご覧になれます の記入方法は11ページを参照　★ ★時間は24時間表記 　＝開所時間　 ＝休所日♣ ♡

■令和2年度決算の概要
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人件費
1,093（16.2）

扶助費
1,419（21.1）

公債費
675（10.0）

物件費
613（9.1）

補助費等
1,316（19.5）

貸付金
345（5.1）

その他（維持補修費等）
126（1.9）

繰出金
460（6.8）

普通建設費
693（10.3）

義務的経費義務的経費
3,187（47.3）3,187（47.3）

投資的
経費
投資的
経費
693（10.3）693（10.3）

その他の経費その他の経費
2,860（42.4）2,860（42.4）

6,740
（100.0）

歳出総額

国庫支出金
2,274（33.5）

市債
663（9.7）

県支出金
296（4.3）

諸収入
496（7.3）

地方交付税
637（9.4）

地方消費税
交付金
210（3.1）

使用料及び
手数料
147（2.2）

その他 315（4.8）

市税
1,746（25.7）

歳入総額

6,784
（100.0）

　令和2年度決算は、新型コロナウイルス感染症対策の実施などにより、歳入・歳出ともに過去最大の規模となりました。また、歳入から歳出と翌年
度へ繰り越して実施する事業の財源を引いた実質収支は、11億8,300万円の黒字となりましたが、市の貯金である財源調整用基金の残高は、前年
度末から減少しています。今後も、福祉・医療関係経費の伸びや市債残高の高止まりなどに注意する必要があります。


